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しろやま 

SPECIAL 

 新年明けましておめでとうございます。城山病院の2024年

（以下「昨年」と記します）の活動報告と年頭のご挨拶をさせてい

ただきます。 

院長 

石橋 孝嗣 医師 

病院理念 

昨年の活動報告と年頭にあたって 

 一昨年4月に大阪府から地域医療支援病院の認定を受け、地

域における急性期医療を担って参りました。3か月ごとに地域医

療支援病院運営委員会（外部）で診療実績等の報告を行い、

様々なご意見を頂戴しております。特に災害対策や医療介護連

携などが今後の課題であります。 

地域医療支援病院として 

災害訓練 

 災害訓練を9月8日に当院職員および羽曳野市役所、藤井寺

保健所、大阪南消防局、羽曳野市医師会と協働して実施させて

いただきました。当院は平成31年4月から羽曳野市災害医療セ

ンターの指定を受けています。いつ発生するかわからない災害

に対して、民間・行政一体となった対策が必要です。より一層充

実した連携を深めて参ります。 

救急医療（表参照） 

2023年11月より昨年10月までの救急車受入件数は5,113件

でした。月平均426件を受け入れております。 

高度医療の推進（2023.11月～2024.11月の症例数） 

⑴ 消化器センターと泌尿器科におけるダヴィンチによるロボッ   

  ト支援手術144例（消化器外科119件、泌尿器25件） 

⑵ 心臓血管外科センターにけるＴＡＶＩ（経カテーテル大動脈弁 

  置換術）21例 

⑶ 整形外科における膝関節疾患に対するロボット支援手術53 

  例（両側32件 片側21件） 

2025年問題 

 2025年は第2次ベビーブームで生まれた団塊の世代の

方々が後期高齢者になられ、高齢者の占める割合が増加

してきます。特に南河内地域は高齢化率が大阪府の中でも

高い地域のため、今まで以上に健康寿命を延ばすための

病気の早期発見や、急性期医療とそれにつづく療養・介護

施設との連携が重要になってきます。 

診療実績と職員数 

 数につきご報告いたします（表参照）。地域医療支援病院

として外来患者数は救急車受入件数が増加したものの若

干減少傾向がみられ、診察から治療をする場として適正化

してきており、入院患者数を増加させる要因となっていま

す。当院の職員は昨年11月1日現在で総職員数734名で

す。その内訳は、医師：常勤60名（非常勤は含まず）、看護

師：359名【このうち認定看護管理者2名、認定看護師5

名、特定認定看護師4名】、診療技術部：199名【リハビリ療

法士：87名、薬剤師：15名、診療放射線技師：31名、臨床

検査技師：26名（このうち視能訓練士3名）、臨床工学技

士：28名、管理栄養士：11名】、事務職員：66名、多職種混

合の医療の質向上にかかる職員（ＱＭＣ 医療安全、感染制

御、入退院支援、地域連携などに携わっています）：50名と

なっています。 

 2025年もこの734名が、当院の理念である「城山病院

は患者様のために存在します」のもと、多職種一丸となり、

患者様を中心としたひとつのチームとして協働し、診療を

行ってまいりますので、今年もご理解とご協力のほど何卒

よろしくお願い申し上げます。 

 2022.11月～ 

2023.10月 

2023.11月～ 

2024.10月 

入院患者数 96,697 102,509 

外来患者数 129,407 123,690 

手術件数 4,298 3,943 

救急車受入件数 4,514 5,113 

健診事業の拡大 

 2024年度から新たに脳ドック・認知症予防ドック・アミロイドＰ

ＥＴ－ＣＴ検査を開始いたしました。 

詳細はふれあい12月号に掲載いたしました。 



 

 

 

 

 

しろやまハイブリット研修会（医療従事者向け） 

がんサロン「白鳥の会」を開催 

城山病院 面会時間変更のお知らせ 第12回 しろやま健康教室のお知らせ 

となりの保健室 （患者様向け 院外勉強会） 

日程：2025年1月23日（木） 17：30～18：15 

講師：脳卒中リハビリテーション看護認定看護師 

    副看護部長  吉田 芳美 

会場：オンライン（ZOOM） 

ミーティングID：812 7233 3549 

パスコード：992542 

ZOOM参加 

QRコード 

高次脳機能障害患者の理解と看護ケア 

～高次脳機能障害の患者と向き合うために～ 

第12回 しろやま健康教室 

第1部 14：30～15：10 「変わりゆく糖尿病性腎症」 

講師：近畿大学病院 腎臓内科 准教授 

    城山病院 腎臓内科 非常勤医師 

    中谷 嘉寿 先生 

第2部 15：10～15：30 「うまく活用できるお薬手帳の 

すばらしい効能！～糖尿病のおくすりの事例～」 

講師：城山病院 薬剤科 

    中尾 元紀 薬局長 

日時：2025年2月26日（水） 14：30～15：30 

会場：城山病院 1Fエントランスホール 

（参加料・駐車場無料/事前申し込み不要） 

2024年12月7日（土）より面会時間を変更致しました。 

面会受付時間：月曜日～日曜日（毎日） 

       14：00～16：45 （面会は17：00終了） 

〇入院患者 1 名につき 2 名まで面会可能です 

(原則家族のみ、ただし未就学児不可) 

〇マスク着用・手指衛生実施 

〇面会カウンターで申し込み用紙を記入してください 

〇面会時間は15分です 

〇病棟カウンターで患者名を伝えて、病室へ向かってください 

2名様まで 

日時：2025年1月22日（水）14：00～15：00 

講師：松本 静香 氏（城山病院 緩和ケア特定認定看護師） 

場所：ライブラリとなり（羽曳野市羽曳が丘3丁目5-8） 

城山病院 緩和ケア特定認定看護師 松本静香さんが「となりの保健

室」で講演されます。ご興味のある方は是非ご参加ください。 

申し込み先：「FIKA3丁目」（羽曳野市羽曳が丘3丁目5-37） 

直接もしくは下記メール、QRコードでお申し込みください。 

先着10名様となります。 

メール：masaki.shinohara@omu.ac.jp 

お問い合わせ： 

大阪公立大学大学院看護学研究科在宅看護学 

三輪恭子・篠原真咲 

もしもの時の話をしませんか 

 2024年11月26日に、恒例のがんサロンを開催しました。 

今回は、理学療法士と栄養士による「がんにおけるリハビリと栄養の関係②」について講演を行ないました。前回に引き続き、第二弾

でしたが、5名の患者さんが参加してくださいました。 

 今回、初めて参加された患者さんもいたのですが、前回の復習を行いながら、わかりやすい内容でした。今回は、Inbodyの測定

を行ったり、立ち上がりテストや自宅でできる軽い運動など、参加型であったため、賑やかな雰囲気でがんサロンが開催されました。 

 今後も、がん患者さんのニーズに合わせながら、がんサロンの企画を考えていきたいと思います。 

 次回は、2025年1月28日です。内容は、「ACP～人生会議とは～」となっています。入院中・通院中、どちらでも参加可能です。 

次回のがんサロンは、 

2025年1月28日 

「ACP～人生会議とは～」 

是非ご参加ください。 


